
「 喜 寿 を 祝 う 会 」   小 学 校 昭 3 7 年 卒 松 組  

           2 0 2 6 年 5 月 2 2 日 （ 金 ）  

「 健 や か に 真 面 目 に と も に 七 十 七 年 」、 我 ら 松 組

の 仲 間 2 1 名 は 府 中 に 結 集 、 喜 寿 を 祝 っ た 。 こ れ ま で

還 暦 な ど の 節 目 に 入 学 時 の 担 任 、 井 上 民 子 先 生 に ご

出 席 頂 い て き た が 、 そ の 先 生 も 四 年 前 に 他 界 、 一 抹

の 寂 し さ を 感 じ る 。  

久 し 振 り の 再 会 、「 老 け た ね 」「 太 っ た ね 」「 シ ワ が

増 え た ね 」 は 禁 句 、 む し ろ 高 齢 社 会 に あ っ て 「 7 7 歳

ま だ ま だ 鼻 た れ 小 僧 」 と の 声 あ り 。 ま た 膝 痛 な ど 身

体 の 「「 経 年 劣 化 」 を 嘆 く よ り 「 松 』 の 枝 ぶ り が 手 入

れ 次 第 で 美 し さ を 増 す 「 経 年 美 化 」 を 求 め よ う と の

提 案 も 。  

有 志 に よ る 歌 唱 、 さ ら に 全 員 で 「 ふ る さ と 」 そ し

て 「「 学 苑 賛 歌 」 を 熱 唱 、 瞼 に 浮 か ぶ は 当 時 の 友 た ち

の 顔 と あ の 懐 か し い 学 び 舎 ・ ・ ・ 。  

 引 き 続 く 第 二 部 は 一 月 に 亡 く な っ た 同 級 生 を 偲

ぶ 機 会 。 故 人 の 奥 様 に も 出 席 頂 き 、 彼 の 想 い 出 を 皆

で 語 る 。 詩 の 朗 読 も あ り 、 寂 し さ の 中 に も 仲 間 と の

絆 を 強 く 感 じ る 貴 重 な ひ と 時 と な っ た 。  

 楽 し く 懐 か し い 時 間 も 瞬 く 間 に 過 ぎ 、 再 会 を 約 し

散 会 、 二 次 会 に 向 か う 者 、 明 星 学 苑 を 訪 ね る 者 、 翌

日 の 高 尾 山 記 念 登 山 に 備 え る 者 、 そ れ ぞ れ 足 取 り も

軽 く 帰 途 に つ い た 。  

幹 事  稲 垣 恵 正  

 



 


